
頁

頁

事業評価

予算額合計 8,878 決算額合計 7,790

進捗状況

決算額 0

空家対策の促進 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 25-7 企画財政課 事業評価 予算額 0

6

事業評価 空家の利活用については継続的に検討の必要があるが、空家バンクの運用により相談者への対応は充実してきた。

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価 引き続き、県、民間事業者、町の３者でにぎわいのある拠点づくりを推進していく。

0

新たな市街地の整備 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

0

にぎわいのある拠点の形成 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価 大井中央土地区画整理事業地内の宅地造成及び分譲、開発の推進により、住宅建設が進んでいる。

事業名

事業CD 25-4 都市整備課 事業評価 予算額 0

5

事業名

事業CD 25-5 都市整備課 事業評価 予算額 0

4,351

地域特性に配慮した住環境整備 A
施策貢献度 良好

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価 県と連携した啓発活動により広告景観形成地区における規制が図れた。

3

事業名

事業CD 25-3 都市整備課 事業評価 予算額 4,619

決算額

2

決算額

事業評価
・狭あい道路後退用地の寄付について、申し出に対し、全て受け入れを行うことができた。
・現行の地区計画に対して届出の内容を審査し、地区計画に適合しないものについては修正させるなど、適切に対処するこ
とができた。

0

景観の保全 A
施策貢献度 良好

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
木造住宅の耐震診断・改修の補助制度に関する相談件数は微少ながら増加したものの補助金の交付申請までには至らな
かった。
ブロック塀等撤去費補助制度は、要綱に基づき適正に補助金の交付を行った。

事業名

事業CD 25-2 都市整備課 事業評価 予算額 0

決算額 3,439

災害に強いまちづくり B
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 25-1 都市整備課 事業評価 予算額 4,259

施策の方向
（全体）

良好な市街地の整備を促進し、地域の特性に応じた景観や住環境のバランスがとれたまちづくりを町民・議会・行政が一体
となって推進するとともに、近年危惧されている大規模地震や大雨などによる災害発生に備えて、都市防災機能の向上を図
ります。
また、人口減少や少子高齢化に対応した、快適で持続可能なまちづくりをめざし、増加が予測される空家について対策を講
じます。

重点施策 企画財政課

施策 ２５．市街地の整備 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

84

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

都市整備課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 94

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-25

記入日 令和6年6月17日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

空き家の利活用を推進するため、現状を把握するとともに空家バンク制度の周知等を行い制度の認知度を高める手法につ
いて検討されたい。

7
今後の方向性 その他 空家状況確認の実施 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員

事業名 空き家対策の促進 予算額 拡大 一次評価を支持する

事業名 にぎわいのある拠点の形成 予算額 現状維持 一次評価を支持する

町の地区計画に沿ったBIOTOPIA整備基本計画に基づき、にぎわいのある拠点づくりを推進されたい。

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

・狭あい道路の解消に向けては、現行制度のもと確実に進められたい。
・地区計画の届出については、広報等で継続的に周知を図るなど未届物件の解消に向けた取組みを推進されたい。

4

事業名 新たな市街地の整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

3

人員 現状維持 一次評価を支持する

大井中央地区については、地域特性に配慮した住環境整備事業として、地区計画の適切な運用等を図り、引き続き中心市
街地の住宅整備を促進されたい。

一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き神奈川県と連携し、広告景観形成地区や屋外広告物規制等の普及啓発や規制誘導を進められたい。

事業名 地域特性に配慮した住環境整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 耐震事業の拡充 人員 現状維持 一次評価を支持する

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 災害に強いまちづくり 予算額

各補助制度については、対象者が活用しやすい内容に見直すとともに利用促進のため更なる周知に努められたい。

2

事業名 景観の保全 予算額 現状維持

総合評価
良好な市街地の整備を促進し、地域の特性に応じた景観や住環境のバランスがとれたまちづくりを推進するため、大井中央
土地区画整理地内の地区計画の適切な運用を図るとともに、災害による被害の減災対策をより効果的かつ効率的に進める
ため耐震改修促進計画の改定を行うなど、目的に沿った取り組みがされており、おおむね順調に進めることができている。

施策の今後の
方向性

引き続き良好な市街地の整備を促進し、快適で持続可能なまちづくりをめざすべく、それぞれの事業における課題を解決し
ていく取組みを推進されたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

企画財政課 管理不全空家の件数 5件 2件 4件 4件 4件

100%都市整備課 大井中央土地区画整理事業の促進 80% 100% 90% 100%

施策目標

施策担当課 指標 現状値



頁

頁

事業評価

予算額合計 249,622 決算額合計 236,270

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価

施策貢献度

進捗状況

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

0

水路の整備 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
・道路整備について、計画どおり安全に事業を実施した。
・市場踏切の安全対策について、JRと協議を行うための資料を作成した。
・これまでの定期点検結果、修繕結果をもとに、橋りょう長寿命化修繕計画を改定した。

3

事業名

事業CD 25-3 都市整備課 事業評価 予算額 0

決算額

2

決算額

事業評価 大川函渠について、実施すべき内容の整理及び検討を行った。

209,848

道路の整備 A
施策貢献度 良好

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価 都市計画道路開通のために必要な用地の取得を計画どおりに行った。

事業名

事業CD 26-2 都市整備課 事業評価 予算額 218,671

決算額 26,422

幹線道路の整備 A
施策貢献度 良好

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 26-1 都市整備課 事業評価 予算額 30,951

施策の方向
（全体）

「都市計画道路金子開成和田河原線」は、引き続き早期完成を推進します。
さらに、全ての町民が安心して安全に通行できる生活道路の整備や計画的な修繕を行うとともに、豪雨などによる被害を軽
減するための雨水排水対策を推進します。
また、一方では快適な道水路環境を継続的に維持するためには、町民との協働による維持管理が重要となります。

重点施策

施策 ２６．道路・水路 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

84

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

都市整備課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 99

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-26

記入日 令和６年６月１７日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
6
今後の方向性 人員

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

水路改良工事に着手できない状況にあるが、工事手法や即効性のある安全対策など様々な角度から検討を行う必要があ
る。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 その他 工事手法等の検討 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

道路整備やJRとの協議については概ね計画どおりに事業の実施ができている。今後も計画的に事業を進められたい。

事業名 水路の整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 工事等の調整連携 人員 現状維持 一次評価を支持する

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 幹線道路の整備 予算額

都市計画道路の整備に伴う拡幅整備工事の実施など引き続き関係機関と連携し、早期完成をめざすこと。

2

事業名 道路の整備 予算額 現状維持

総合評価 計画どおり用地取得や導水路工事については、概ね適正に行われており、利便性の向上が図られている。

施策の今後の
方向性

「都市計画道路金子開成和田河原線」は早期完成をめざすとともに、導水路環境を維持するため、引き続き関係機関との
調整や優先順位を見定め計画的に工事を進めていくこと。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

都市整備課 都市計画道路金子開成和田河原線の早期完成の推進 10% 50% 15% 20% 30%

86%都市整備課 橋りょうの長寿命化の促進 0% 100% 36% 86%

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値



頁

頁

事業評価

予算額合計 114,835 決算額合計 78,682

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価

5,349

経営の効率化・健全化 B
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

施策貢献度

進捗状況

事業評価
漏水調査を行ったことにより、早期に漏水を発見・修理を行い不明水の改善を行うことができたが、経年劣化による漏水が後
を絶たないため有収率の向上には至らなかった。

事業名

事業CD 27-4 生活環境課 事業評価 予算額 13,552

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

67,805

施設設備の更新及び耐震化 A
施策貢献度 適正

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
水質検査については、計画通りに実施し全て基準内の結果となっている。また、施設管理においては特に異常は発見され
ず、水質異常につながる事案は発生していない。

3

事業名

事業CD 27-3 生活環境課 事業評価 予算額 93,358

決算額

2

決算額

事業評価 概ね基本計画に沿って事業を進めており、管路の耐震化率も順調に推移している。

1,238

水源の保全 A
施策貢献度 優良

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
将来の水需要による施設の在り方を検証し、更新するべく施設の老朽化によるリスク評価および浸水被害における対策を勘
案した計画の見直しを行った。

事業名

事業CD 27-2 生活環境課 事業評価 予算額 1,435

決算額 4,290

水道事業計画の見直し A
施策貢献度 適正

進捗状況 順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 27-1 生活環境課 事業評価 予算額 6,490

施策の方向
（全体）

水の安定供給のため、老朽化した施設の更新・耐震化を図ります。
また、経営の健全化に努めます。

―

施策 ２７．上水道 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

90

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

生活環境課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 103

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-27

記入日 令和6年6月17日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
6
今後の方向性 人員

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

引き続き安定した給水を確保するため、送配水管等の工事及び管路の耐震化を計画的に実施すること。

4

事業名 経営の効率化・健全化 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

3

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き有収率の目標値の達成を図るため、漏水の早期発見とその修繕に努めること。

一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

安全な水を安定的に供給するため、水道法に基づく検査及び職員による施設管理を適切に実施すること。

事業名 施設整備の更新及び耐震化 予算額 現状維持 一次評価を支持する

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 更新計画および経営戦略の見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 水道事業計画の見直し 予算額

安全かつ効率的な水道施設の構築と持続可能な水道事業の運営のため、将来の水需要を見越した経営戦略の見直しを図
ること。

2

事業名 水源の確保 予算額 現状維持

総合評価
概ね各事業は順調に進んでいるが、今後は見直した「大井町水道施設整備基本計画」及び「大井町水道事業老朽管更新
計画」に基づき、施策目標達成のため各事業の推進を図っていく。

施策の今後の
方向性

事業の効率化を進めるとともに、将来の水需要などを考慮して経営戦略の見直しを図るなど、水道事業健全化に努めるこ
と。また、安心して水道水を利用していただけるようPRに努め、広報活動の充実を図ること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

経常収支比率 128.6% 135.0% 134.1% 127.8% 128.3%

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 管路の耐震化率 0.00% 6.00% 3.54% 4.22% 10.64%

83.9%

生活環境課

生活環境課 給水の有収率 87.4% 88.0% 86.8% 85.2%

施策目標

施策担当課 指標 現状値



頁

頁

事業評価

予算額合計 64,403 決算額合計 47,051

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価

施策貢献度

進捗状況

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

91

持続的に安定した経営の推進 B
施策貢献度 適正

進捗状況 やや遅れている

事業評価
人孔蓋の修繕を行い、がたつきや騒音を解消した。また、計画的な修繕や改築を行うためにTVカメラ調査等を実施したが、
不明水比率の改善には至らなかった。

3

事業名

事業CD 28-3 生活環境課 事業評価 予算額 158

決算額

2

決算額

事業評価
営業用などの使用量の増加により下水道使用料は増加したが、依然として一般会計からの繰入に依存している会計となっ
ている。

11,090

計画的な修繕・改築 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
計画どおり公共下水道を整備したことにより、行政人口に対する人口普及率が0.2ポイント上昇し91.7％となり、水洗化率が
0.1ポイント上昇し96.6%となった。また、未接続世帯の４件について、下水道への接続を行うことができた。

事業名

事業CD 28-2 生活環境課 事業評価 予算額 15,520

決算額 35,870

計画的な整備 A
施策貢献度 良好

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 28-1 生活環境課 事業評価 予算額 48,725

施策の方向
（全体）

計画的な公共下水道の整備・改築を図るとともに、経営の健全化に努めます。

―

施策 ２８．下水道 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

92

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

生活環境課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 106

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-28

記入日 令和6年6月14日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
6
今後の方向性 人員

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

下水道運営審議会を開催し、令和６年度中に料金改定に係る答申を取りまとめること。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

一次評価を支持する

今後の方向性 その他 調査の充実

今後の方向性 その他 料金の見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

ストックマネジメント計画に基づいてTVカメラ調査などを実施し、支障箇所は速やかに修繕を行い、施設の延命化を図るとと
もに、不明水の削減に努めること。

事業名 持続的に安定した経営の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 計画的な整備 予算額

引き続き、計画的かつ効率的な下水道整備を推進するとともに、下水道未接続世帯に対し、接続への戸別周知の強化を図
り、水洗化率の向上につなげること。

2

事業名 計画的な修繕・改築 予算額 現状維持

総合評価
計画どおり公共下水道の整備と維持に努め、行政人口に対する人口普及率及び水洗化率の上昇につなげることができ、全
体の使用量も増加した。しかし使用料の徴収については、臨戸訪問などに取り組んだものの、不納欠損額は前年度より削減
することができなかった。また、一般会計からの繰入金は、依然として削減することができなかった。

施策の今後の
方向性

持続的に安定した経営を行うため、長期的な経費と使用料改定を踏まえた財源を試算することで、収支バランスのとれた経
営戦略を組み立てて適正な事業執行に努め、経営の健全化を図ること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

経費回収率 71.6% 85.0% 70.2% 69.3% 65.7%

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 水洗化率 95.8% 97.0% 96.5% 96.5% 96.6%

17.5%

生活環境課

生活環境課 不明水比率 27.8% 20.0% 11.5% 11.2%

施策目標

施策担当課 指標 現状値



　

頁

頁

事業評価

予算額合計 20,559 決算額合計 20,559

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価

施策貢献度

進捗状況

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

236

公共交通の利便性向上と利用促進 A
施策貢献度 優良

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
鉄道において要望活動を継続して実施した。また、JR乗り継ぎ時刻表やバスダイヤ、公共交通マップなどの作成を通じて公
共交通全体の利用促進を図った。おおいゆめバスのノンステップバスやＥＶバス導入について、運行委託業者と検討を行っ
た。

3

事業名

事業CD 29-2 都市整備課 事業評価 予算額 236

決算額

2

決算額

事業評価 JR御殿場線上大井・相模金子駅の駐輪場管理を適切に行った。

45

公共交通の利便性向上と利用促進 A
施策貢献度 優良

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
「おおいゆめバス」の本格運行を開始し、町民へ運行・利用の周知を行った。本格運行後にも町民へアンケート調査などを
行い、町民ニーズ把握に努め、運行日の追加を行った。

事業名

事業CD 29-2 企画財政課 事業評価 予算額 45

決算額 20,278

持続可能な公共交通ネットワークの形成 A
施策貢献度 優良

進捗状況 順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 29-1 企画財政課 事業評価 予算額 20,278

施策の方向
（全体）

町民が生活交通として、便利かつ快適に公共交通機関を利用できるよう、「大井町地域公共交通会議」を中心に地域の関
係者と協議し町の実情に即した持続可能な公共交通ネットワークの形成に努めます。
また、誰もが利用しやすい環境を整え、公共交通の利用促進を図ります。

重点施策 都市整備課

施策 ２９．地域公共交通 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

94

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

企画財政課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 109

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-29

記入日 令和6年6月12日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
6
今後の方向性 人員

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

公共交通の利便性向上の観点からも、駅前駐輪場の適正な管理に努められたい。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

一次評価を支持する

今後の方向性 その他 要望強化

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

交通系ICカードにおいて、東海道線等他のエリアを跨いだ利用の実現について、引き続き要望活動に努められたい。

事業名 公共交通の利便性向上と利用促進（都市整備課） 予算額 現状維持 一次評価を支持する

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 検証・事業展開 人員 現状維持 一次評価を支持する

優良

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 持続可能な公共交通ネットワークの形成 予算額

交通計画の進捗管理及びおおいゆめバスの運行については、、随時検証・見直しを行い、引き続き事業を推進されたい。

2

事業名 公共交通の利便性向上と利用促進（企画財政課） 予算額 現状維持

総合評価

「おおいゆめバス」の運行については、公共交通マップの作成や、お出かけモデルプランの作成はもとより、ノンステップバス
やEVバス導入の可能性について検討し、利用促進を推進している。また、町民の意向把握を積極的に行い、バス停の増
設、水曜運行追加の準備等を行い、利便性向上に取り組んでいる。
さらに、鉄道輸送力増強に向けて、事業者や国・県等に対し継続して要望活動に取り組んでいる。

施策の今後の
方向性

「おおいゆめバス」の利用促進や利便性向上を推進するため、今後も分かりやすい運行情報を提供するとともに、誰もが利
用しやすく環境に負荷のない車両や新しい技術の導入について検討する。
また、鉄道輸送力増強に向けて、事業者等への要望活動を粘り強く継続して行くとともに、国・県等に対し引き続き要望活動
を実施していく。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

優良

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

駅前駐輪場の適正管理（放置車両の整理） 1回 1回 1回 1回 1回

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

企画財政課 町運行バス（福祉バス含む）の利用者数 4,581人 4,600人 5,215人 10,063人 11,933人

123本

都市整備課

企画財政課 大井町を走る路線バス運行数の維持 132本 132本 113本 104本

施策目標

施策担当課 指標 現状値



頁

頁

事業評価

予算額合計 0 決算額合計 0

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

決算額

4

決算額

事業評価

施策貢献度

進捗状況

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

事業評価

施策貢献度

進捗状況

事業評価
公共施設等個別施設計画に基づき、令和5年度では、総合体育館非常用電源改修工事を実施し、技術検査等を行うことで
工事の内容及び計画の進捗状況の把握に努めた。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額 0

公共施設マネジメントの推進 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 30-1 総務課 事業評価 予算額 0

施策の方向
（全体）

最適な公共サービスの提供や施設の安全性を確保していくため、公共施設のマネジメントや管理などを適切に行います。

―

施策 ３０．公共施設 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

96

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

総務課

位置付

第2次実施計画 2023～2025 113

大井町施策評価シート 【 2023 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-30

記入日 令和6年5月22日



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
6
今後の方向性 人員

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

今後の方向性

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 公共施設マネジメントの推進 予算額

公共施設等総合管理計画及び公共施設等個別施設計画の進捗管理を適切に行い、施設の安全性の確保に努めるととも
に、施設の長寿命化と将来の財政負担の軽減を図ること。

2

事業名 予算額

総合評価
令和5年度に実施した公共施設の改修について、検査等を通じて工事の内容と進捗状況の把握に努め、適正に管理してい
る。

施策の今後の
方向性

公共施設の維持管理及び改修工事等に対し、施設管理課と積極的に情報共有を行うとともに、老朽化に対する長寿命化
に計画的に取り組むことで、施設の修繕等の平準化と縮減を推進し、将来の財政負担の軽減を図ること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

総務課 公共施設等個別施設計画及び学校施設長寿命化計画の進捗率 - 100% 14% 19% 24%

施策目標

施策担当課 指標 現状値


